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《史跡の新指定》 １２件 

 

１ 屋形遺跡
や か た い せ き

【岩手県
いわてけん

釜石市
かまいしし

】 

屋形遺跡は，三陸沿岸南部の唐丹
と う に

湾南岸，標高約３０ｍの海岸段丘上に立地する縄文時

代の集落である。平成２７年に東日本大震災後の復興事業に伴う発掘調査で縄文時代中期

末から後期初頭を主体とする竪穴建物と貯蔵穴とともに，三陸沿岸では類例の乏しい同時

期の貝塚が検出された。居住域とみられる段丘上の平場部分から竪穴建物と貯蔵穴が多数

みつかり，斜面地は捨て場として利用されている。貝塚から出土した動物遺存体は，岩礁

性二枚貝のムラサキインコが最も多く，魚類は内湾の岩礁域に生息する根魚が多い。その

ため，本遺跡の生業は，これらの魚介類を対象とした湾内での採集・漁撈が中心であった

とみられる。出土遺物は縄文時代前期と中期末から後期初頭にかけての土器，石鏃・石匙・

石皿などの石器類，土偶や石棒などの祭祀遺物，釣針や骨箆
こつべら

などの骨角器が多い。オオツ

タノハなどの南海産貝類や天然アスファルトが付着した二枚貝，黒曜石製石器など，遠隔

地との交流を示す出土品もみられ，当時の交流範囲を知ることができる。三陸沿岸では数

少ない縄文時代中期末から後期初頭の貝塚を伴う集落であり，貝塚から出土した様々な遺

物から当時の自然環境と生業の変遷を知ることができる稀有な遺跡である。 

 

２ 赤井官衙遺跡群
あ か い か ん が い せ き ぐ ん

 

   赤井官衙遺跡
あ か い か ん が い せ き

 

矢本横穴
や も と よ こ あ な

 

【宮城県
み や ぎ け ん

東松島市
ひ が し ま つ し ま し

】 

陸奥国牡鹿郡家
ぐ う け

跡あるいは『続日本
しょくにほん

紀
ぎ

』天平９年４月条に見える「牡鹿柵」と考えられ

る赤井官衙遺跡と，その南西約４．５ｋｍに位置する官人らの墓域と考えられる矢本横穴

からなる。赤井官衙遺跡の成立は４世紀に遡るが，出土遺物から７世紀中葉に関東から大

規模な移住があり，７世紀後葉には集落の周囲を区画溝と材木塀とによって囲う防御性を

備えた集落になる。官衙として整備されるのは，７世紀末で，居宅と考えられる２つの区

画と倉庫院と考えられる区画からなる。矢本横穴は砂岩丘陵の東向き斜面の中腹に，長さ

約１．５ｋｍにわたって形成された横穴墓群である。これまで１１３基の横穴墓が確認さ

れており，造営・使用年代は７世紀中葉の赤井官衙遺跡の移民集落形成期から官衙の廃絶

時期に一致する。横穴墓の多くは，東上総地域に特有の「高壇式
こうだんしき

横穴
よこあな

墓
ぼ

」に類似し，遺物

には，金銅装
こんどうそう

圭頭
けいとう

大刀
た ち

，革帯
かくたい

，「大舎人
おおとねり

」と墨書された須恵器などがある。牡鹿郡家ないし
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城柵に勤務した官人らの墓域と考えられる。 

赤井官衙遺跡群は関東からの移住者を中心とした集落の形成，それを基にした郡家ない

し城柵の造営といった変遷をたどることができるとともに，蝦夷の居住域内における官衙

の成立過程と実態を示している。７世紀中葉から８世紀にかけての律令国家成立期の東北

経営を理解する上で重要な遺跡である。 

 

３ 山居倉庫
さ ん き ょ そ う こ

【山形県
や ま が た け ん

酒田市
さ か た し

】 

山居倉庫は，明治２６年（１８９３），酒田米穀取引所の附属倉庫として建設された，庄

内米を保管・取引した大規模な施設である。山形県酒田市の市街地南東部，最上川河口に

隣接する新井田
に い だ

川
がわ

左岸に所在する。江戸時代より米の産地であった庄内地方では，明治に

入って生じてきた粗悪米の流通によって低下した米の品質向上に努め，新政府の取引所政

策により１８年に酒田米商会所を開業し，入庫米の品質管理を行った。２６年取引所法の

制定を受け，同所が酒田米穀取引所に改組され，保管倉庫の設置が可能となり，山居倉庫

が建設された。山居倉庫が入庫米に対して発行された倉荷
く ら に

証券（米券
べいけん

）は，明治期に全国

各地で発行された米券のなかで最も有名であった。それは，江戸時代以来の伝統的米穀保

管倉庫の技術をもとにした倉庫建築と，米穀保管に適した燻蒸方法開発による品質の維持，

そして厳重な品位等級，俵量の統一，俵装の堅牢化，保管方法等の改善によるものであっ

た。戦中戦後の食糧管理制度や農地改革によって，山居倉庫は米券倉庫から農業倉庫へ変

化し，現在は米穀保管倉庫として使用されている。現在，明治２６年創建時の倉庫６棟を

含む大正５年までに建築された１２棟の倉庫，事務所棟，東宮殿下行啓記念研究室，板倉，

三居稲荷神社，倉庫西側のケヤキ並木が現存し，我が国近現代の米穀流通の歴史を知る上

で貴重である。 

 

４ 鈴木遺跡
す ず き い せ き

【東京都
と う き ょ う と

小平市
こ だ い ら し

】 

鈴木遺跡は，後期旧石器時代初頭から末葉まで１２枚の文化層を有しており，現生人類

が日本列島に居住し始めたころから，旧石器時代最末期にいたるまで連続した居住痕跡を

残す遺跡である。本遺跡は旧石器時代遺跡が密集して存在する武蔵野台地のほぼ中央部，

石神井川の最上流部に位置し，旧河川の先端部を取り囲むように礫群や石器製作跡が展開

する。 

現在までに確認されている石器製作跡は１８８ヵ所，礫群は２６４ヵ所に及ぶ。また，

遺物の総出土点数は１２万点以上にのぼり，これらは河川谷頭部（谷奥部）に密集してい
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る。周辺は宅地化が進んでいるものの，旧源流部の地形はよく残っている。 

２万年以上の居住痕跡のうち，注目にされるのは後期旧石器時代前半期（１２～１０文

化層）における２０点を超える刃部磨製石斧の出土と，同後半期における黒曜石の多用で

ある。特に後者は，第８文化層以降に爆発的に増加する。第８文化層では，黒曜石が全石

材組成の９７％を占め，その産地は信州産，伊豆箱根産，高原山産など多岐にわたる。遺

跡立地と，多数の遺構や多量の黒曜石の出土を合わせて考えると，本遺跡が拠点的居住地

であることは明らかであり，旧石器時代集団の居住形態を考える上で重要である。 

 

５ 鈴鹿関跡
す ず か の せ き あ と

【三重県
み え け ん

亀山市
か め や ま し

】 

奈良時代に不破
ふ わ

関（岐阜県），愛発
あ ら ち

関（福井県）とともに三関とされた律令国家によって

最も重要とされた交通管理施設である。その位置は，大和国，伊賀国と伊勢国を画する布

引山地から平野へと移行する山麓部の東西交通の要衝にあたるが，江戸時代の東海道の宿

のひとつ関宿付近が良好に残るため，鈴鹿関に係る遺構はこれまで確認されていなかった。

亀山市教育委員会は，平成１７年度以降，これまでの鈴鹿関に関する調査研究を踏まえ，

その遺構の検出を目的とした分布調査を継続的に実施し，関宿の北方に位置する観音山か

ら，南方に位置する城山を経て鈴鹿川に至る総延長約６５０ｍ以上に及ぶ南北方向の築地

塀の存在を想定した。それを受けて平成１８年度から想定線に沿って，築地塀の位置と構

造等を確認するための発掘調査を実施した。 

その結果，観音山とその南麓で，８世紀中頃と考えられる瓦葺きの築地塀の一部が検出

されたことにより，これまで実態が不明であった鈴鹿関関連の施設が始めて明らかになっ

た。西辺築地塀の検出は，これまで実態が不明であった鈴鹿関の政庁をはじめとする関の

位置や構造を考える上で重要である。 

 

６ 舟木遺跡
ふ な き い せ き

【兵庫県
ひ ょ う ご け ん

淡路市
あ わ じ し

】 

舟木遺跡は淡路島の北部，標高１５０～２００ｍの丘陵上に立地する弥生時代後期から

終末期（１世紀前半から３世紀前半）にかけての集落遺跡である。集落の範囲は南北約８

００ｍ，東西約５００ｍの広域に及ぶ。 

これまで４棟の鍛冶工房を含む２０棟の竪穴建物が発見され，１７０点を超える鉄器が

出土しており，大規模な鉄器生産が行われていたことがわかっている。遺跡中央部の独立

丘陵状の尾根上では製塩土器やイイダコ壺を含む多数の土器や，釣針，ヤスなどの鉄器を

含む祭祀遺構が発見されている。その他，出土品には中国華南産の素材を用いた後漢鏡片
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や，九州産のヤリガンナがある。これらのことから山間地にありながら海を介した広域的

な交流と深い関係をもち，そうした交流によりもたらされた鉄素材により鉄器生産を行っ

ていた大規模な拠点的集落であったと考えられる。 

当該時期は北部九州と近畿を中心とする勢力関係が大きく転換した時代であり，その中

でおよそ２００年間の長期間にわたって，瀬戸内海を介した広域的な交易や鉄器生産を担

った拠点的な集落として重要な事例である。 

 

７ 湯浅党城館跡
ゆ あ さ と う じ ょ う か ん あ と

 

   湯浅城跡
ゆ あ さ じ ょ う あ と

 

   藤並館
ふじなみやかた

跡
あと

 

   【和歌山県
わ か や ま け ん

有田郡
ありだぐん

湯浅町
ゆあさちょう

・有田郡
ありだぐん

有
あり

田川町
だがわちょう

】 

平安時代末期から南北朝期の紀伊国において大きな勢力を誇った湯浅一族を中核とする

武士団「湯浅党」の城館跡である。湯浅党は豊富な文献史料から西日本における中世前期

の武士団の実態が分かる事例として調査研究が行われてきたが，その拠点となる城館の調

査はこれまでほとんど行われてこなかった。そのため，平成２８年度から有田市・湯浅町・

有田川町の３市町が連携して，湯浅氏「一門」の本拠である湯浅城跡，婚姻関係や養子関

係による擬制的な血縁関係によって結びついた「他門」の代表的な存在である藤並氏の本

拠地である藤並館跡等の発掘調査を実施した。 

湯浅城跡は，戦国時代に改変されているものの，築城時期が１３世紀に遡ることが確認

され，湯浅氏によりその縄張りが形作られた可能性が高まった。藤並館跡では，現存する

土塁の下から１３世紀後半に遡る土塁が検出されたことにより，館の基本構造は藤並氏の

時代に造られ，戦国期にかけて改変が繰り返されたことが明らかになった。 

湯浅党の本拠地に形成されたこれらの城館跡は，豊富に残る文献史料，有田川流域を中

心に残る湯浅党関連の寺院や石造物などとともに，中世前期の社会状況を示しており，我

が国の中世前期の武士団の在り方を知る上で重要である。 

 

８ 樫野埼
かしのさき

灯台
とうだい

及
およ

びエルトゥールル号
ごう

遭難
そうなん

事件
じ け ん

遺跡
い せ き

【和歌山県
わ か や ま け ん

東牟婁郡
ひがしむろぐん

串本町
くしもとちょう

】 

樫野埼灯台及びエルトゥールル号遭難事件遺跡は，和歌山県最大の島である紀伊大島の

東端，樫野崎の突端に位置する樫野埼灯台とその周辺海域で発生したオスマン帝国の軍艦

エルトゥールル号の遭難事件に関する遺跡である。樫野崎の海抜約３８ｍの高台につくら

れた「樫野埼灯台」は，イギリス人技師Ｒ・Ｈ・ブラントンにより建設された日本最初期
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の石造灯台である。ブラントン設計の灯台のなかで最初に点灯した灯台であり，明治３年

（１８７０）６月１０日（旧暦）に初点灯し，現役灯台として現在も機能している。エル

トゥールル号遭難事件は，明治２３年（１８９０）９月１６日に樫野崎沖で，オスマン帝

国のフリゲート・エルトゥールル号が台風により遭難し，５００人以上の乗組員が死亡し

た海難事故である。同号は，１６日深夜，樫野崎の突端から２００～３００ｍ南西，海岸

から１００ｍの沖合にある「船
ふな

甲羅
ご う ら

」に衝突・座礁した。海に投げ出された乗組員等が樫

野埼灯台の灯火を頼りに泳ぎ着いたのが「遭難者上陸地」である。事故後，地域の住民の

協力により遺体や遺品の回収が行われ，犠牲者は「船甲羅」と「樫野埼灯台」の中間地点

に位置する「遭難者墓地」に葬られた。 

樫野埼灯台は我が国の近代最初期の灯台として良好に保存され，明治初期の交通施設と

して貴重である。また，この地を舞台に発生したエルトゥールル号遭難事件遺跡は，近代

における大規模かつ国際的な海難とその後の防災意識や日本とトルコとの国際交流・慰霊

の歴史を明らかにする貴重な遺跡である。 

 

９ 下岡田官衙遺跡
し も お か だ か ん が い せ き

【広島県
ひ ろ し ま け ん

府中町
ふちゅうちょう

】 

下岡田官衙遺跡は広島湾北東部の山塊から南西に派生する丘陵の先端，標高１０～６０

ｍの南西向きの緩斜面地に立地する。昭和３８年度から昭和４１年度まで行われた遺跡中

心部の内容確認を目的とした発掘調査で２棟の瓦葺礎石建物や井戸などが検出されるとと

もに，瓦，土師器，須恵器，木簡，文書函蓋，木製品などが出土した。その立地や出土遺

物，周辺の地名などから，早くから安芸駅家
あ き の う ま や

跡である可能性が指摘されてきた。 

平成２８年度から令和元年度まで府中町教育委員会によって行われた発掘調査やこれま

での調査成果の再検討の結果，遺跡は７世紀後半に漆を用いた作業に関わる施設として成

立し，８世紀中頃に計画的に配置された２棟の瓦葺礎石建物を中心とした施設となり，９

世紀前半に廃絶したことが明らかになった。山陽道沿線では８世紀中葉以降に，瓦葺の駅

家が整備されることが知られているが，本遺跡の施設もこれに合致し，規模や出土遺物か

らして寺院や国府，郡家関係施設とは考えにくく，駅家の可能性が極めて高いことが改め

て確認された。 

山陽道駅路に沿った陸海交通の要衝に立地する安芸駅家の可能性が高い官衙遺跡であり，

山陽道沿線における官衙の展開を知る上でも重要な遺跡である。 
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１０ 久留米藩主有馬家墓所
く る め は ん し ゅ あ り ま け ぼ し ょ

【福岡県
ふ く お か け ん

久留米市
く る め し

】 

久留米藩主有馬家墓所は，元和６年（１６２０）久留米藩２１万石の大名に封ぜられた

有馬家歴代の墓所であり，久留米市中心部に所在する梅林寺
ばいりんじ

（山号江南山
こうなんざん

。臨済宗妙心寺

派）の境内北側，小高い裏山の上下二段の平坦地に営まれている。墓所に埋葬されたのは，

初代豊氏
とようじ

，２代忠賴
ただより

，７代賴徸
よりゆき

，１０代賴永
よりとう

の歴代藩主と一族等の国元で没した人物で，

墓所には五輪塔や位牌を納めた霊屋
た ま や

，歴代藩主の三層塔をはじめ，藩主子息，殉死した藩

士の層塔や五輪塔が，江戸時代の間に造立された。このうち，２代までの藩主墓には位牌

廟や納塔廟といった霊屋形式の霊廟（霊屋建物は重要文化財に指定）を伴うが，３代以降

の藩主墓においては，霊屋を伴わずに，切石を組み合わせた基壇上に大型の三層塔を造立

するようになった。また，墓所内には，火輪の隅に突起をもつ有角
ゆうかく

五輪塔と呼ばれる地域

性の高い形状を呈する石塔もある。このように，久留米藩主有馬家墓所は，歴代藩主のた

めに建立された江戸時代前期の霊屋及び巨大な三層塔が良好に現存し，上下二段からなる

墓域や一族の墓塔や通路の石敷等，墓域を構成する諸要素が良好に残り，近世大名家墓所

の成立から形成過程の実態を知ることができるものとして貴重である。 

 

１１ 小部遺跡
こ べ い せ き

【大分県
お お い た け ん

宇佐市
う さ し

】 

小部遺跡は，周防灘を望む宇佐平野西側，駅館
やっかん

川から分岐する黒川左岸に形成された，

標高８ｍ前後の低位段丘上に立地する古墳時代前期の集落遺跡である。昭和４０年代の土

木工事で発見され，その後の調査により，集落の構造と変遷が明らかとなった。古墳時代

前期初頭には，南北１２０ｍ，東西１００ｍ以上の規模を誇る環濠集落で，平面形状は南

側に方形の突出部２箇所を備える隅丸方形を呈し，その内側には環濠に並行する柵列が設

けられる。前期前半には，環濠内部のほぼ中央に南北約５０ｍ，東西約３７ｍの柵列とみ

られる方形区画が設けられる。区画内には西辺に沿って桁行４間，梁行３間の大型掘立柱

建物が建てられ，居館へと変遷する。また，外来系の土器が多数出土することから，他地

域との海上交通において重要であった地域であったと考えられる。前期後半にこれらの施

設はすべて廃絶し，一辺１０ｍ前後の方形周溝墓が築かれる墓域となる。また，近隣に所

在する史跡川部・高森古墳群の赤塚古墳は，小部遺跡の居館とほぼ同時期の築造のため，

居館の居住者が赤塚古墳の被葬者との見解もある。このように小部遺跡は，古墳時代前期

における環濠集落として出現し，居館の発生から廃絶に至るまでの変遷過程を明らかにす

るとともに，古墳と居館の関係性が想起できるなど，古墳時代前期における社会構造の変

化を考えるうえで重要である。 
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１２ 北谷城跡
ちゃたんじょうあと

【沖縄県
お き な わ け ん

中頭郡北谷町
な か が み ぐ ん ち ゃ た ん ち ょ う

】 

北谷城跡は，沖縄本島西海岸沿いの北谷町にある東西約５００ｍ，南北約１６５ｍ，標

高約４４ｍを最高所とする丘陵に築かれたグスク時代の城跡である。かつては麓まで海が

迫っており，防衛と交易に適した立地であったと想定されている。城の造営に関わった按司
あ じ

に関する明確な記録はないが，金満
かにまん

按司，大川
おおかわ

按司，谷茶
たんちゃ

按司の三系統の興亡があったと

の伝承がある。城跡は丘陵中央の最高所の一の曲輪をはじめ，５つの曲輪と２つの平場か

らなり，各曲輪は主に琉球石灰岩を用いた石垣の城壁で囲まれ，石垣がない場所は切岸
きりぎし

で

あった。北谷町教育委員会による発掘調査の結果，一の曲輪では平場と切石積みの石垣を，

二の曲輪では平場を囲む石垣と殿舎に伴う基壇を，四の曲輪の南東側では石垣と城門等が

検出された。出土遺物として，中国産陶磁器や在地産土器（グスク土器）を主体に鉄鏃や

石弾等の武具がある。城跡の変遷は，曲輪内が造成された前期（１３世紀後半～１４世紀），

石垣や殿舎が築かれた中期（１４世紀～１５世紀中頃），廃城となった後期（１５世紀中頃

～１６世紀前半）と考えられる。このように，北谷城跡は，自然の地形を巧みに取り込み

ながら堅牢に築かれ，沖縄本島内のグスクが収斂されるなか，中山地域における北方の要

として琉球王国成立後まで存続し，その成立過程の一端を解明できる拠点グスクとして貴

重である。 

 

《名勝の新指定》 ３件 

 

１ 神
しん

仙郷
せんきょう

【神奈川県
か な が わ け ん

足柄下郡
あしがらしもぐん

箱根町
はこねまち

】 

強
ごう

羅
ら

は箱根町のほぼ中央部に位置し，早
そう

雲山
うんざん

（旧山体）の山体崩壊による火砕流
かさいりゅう

が形成

した扇状地
せんじょうち

で，近代に発展した別荘地である。神仙郷は，この地域の標高約６００～６２

０ｍの斜面に，世界
せ か い

救世
きゅうせい

教
きょう

の創始者である岡
おか

田茂
だ も

吉
きち

（１８８２～１９５５）が，「地上天

国のひな型（模型）」として，多くの人々への公開を念頭に造営した庭園である。 

昭和１９年（１９４４），茂吉は実業家藤山
ふじやま

雷
らい

太
た

の旧別荘を入手して「神
しん

山荘
ざんそう

」と命名し，

さらに周辺の別荘用地なども買い足して「神仙郷」の造営を本格的に開始した。 

園内には，「観山亭
かんざんてい

」，「萩
はぎ

の家
や

」，「日光
にっこう

殿
でん

」，茶室「山
さん

月
げつ

庵
あん

」，「箱根美術館本館」などの

建造物が建てられ，また露出する巨大な岩石を活かした「石
せき

楽園
らくえん

」，「観山亭」から下がる

傾斜面の「萩
はぎ

の道
みち

」，「山
さん

月
げつ

庵
あん

」周辺の「竹庭
たけにわ

」や「苔庭
こけにわ

」などがつくられたほか，早雲山

の豪壮な山並みと相模湾の遥かな水平線を展望することができる。 

神仙郷は，強羅に独特の立地条件を活かしつつ，茂吉が理想とした「地上天国」を具現
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化した庭園で，その意匠は独特で優れ，芸術上及び観賞上の価値，日本庭園史における学

術上の価値が高い。 

 

２ 知恩院
ち お ん い ん

方丈庭園
ほうじょうていえん

【京都府京都市
き ょ う と ふ き ょ う と し

】 

知恩院方丈庭園は，京都盆地の東を区切る東山の一部を構成する華
か

頂
ちょう

山
ざん

（標高約２２０

ｍ）の中腹に位置する。知恩院は浄土宗の開祖法然を開山として，弟子の源
げん

智
ち

によって文

暦元年（１２３４）に創建された寺院で，浄土宗の総本山である。 

現在の境内は，基本的に寛永１０年（１６３３）の火災後に復興された堂舎の配置を踏

襲しており，史料から寛永１９年（１６４２）に今ある庭園の原形が造られたと考えられ

る。その後幾度かの改修があったが，寛政１１年（１７９９）刊行の『 都
みやこ

林泉
りんせん

名勝
めいしょう

図会
ず え

』

との比較から，遅くとも１８世紀末にはほぼ現在の地割になっていたと見られる。 

 庭園には２つの池泉があり，小方丈の南，大方丈の東に位置する北池と，大方丈の南に

位置する南池が縁先でつながって，庭園と建築が空間的に調和している。屈曲した石組護

岸，豪壮な滝石組，巨大な岩島や景石，池中の石燈籠等が特徴的であり，斜面上部に建つ

山亭の前からは京都の街を一望できる。 

知恩院方丈庭園は江戸時代に整えられた庭園で，往時の姿を方丈建築と一体的によく伝

え，日本庭園史における学術上の価値，芸術上及び観賞上の価値が高い。 

 

３ 仁和寺御所庭園
に ん な じ ご し ょ て い え ん

【京都府京都市
き ょ う と ふ き ょ う と し

】 

仁和寺御所庭園は京都盆地の北西部にある仁和寺境内南西部の「御殿」と呼ばれる区画

に所在する。仁和寺は仁和４年（８８８）の宇多天皇（８６７～９３１）による金堂創建

供養をもって開創とし，延喜４年（９０４）に宇多法皇が境内の南西部に僧房（御室）を

造営して初代住職となり，以後仁和寺は「御室御所」と称されるようになる。 

庭園が現在の姿に整えられたのは，明治末期から昭和初期にかけてで，主な部分の整備

は七代目小川治兵衛
お が わ じ へ え

（植治
う え じ

）（１８６０～１９３３）が請け負った。庭園は北庭，南庭，前

庭の３つに大きく分かれるが，そのほかにも建物の間に複数の中庭がある。北庭の基本的

な空間構成は江戸期のものが引き継がれていると考えられ，園池，園池背後の高台に建つ

茶室飛濤亭
ひとうてい

，その向こうに見える五重塔の姿が一体的な景観を形成している。植治によっ

て新たに整備された南庭は，宸殿の南に広がる白砂敷の平庭で，桜と橘が植えられている。

同じく植治による前庭は大玄関前の空間で，白砂が敷かれ，アカマツやヤマザクラ等が植

栽されている。 



22 

 

仁和寺御所庭園は近世以来の部分も含め，近代以降に全体が整えられた庭園で，建物と

庭園がよく調和しており，芸術上及び観賞上の価値，日本庭園史における学術上の価値が

高い。 

 

《天然記念物の新指定》 ３件 

 

１ 糸魚川市
い と い が わ し

根
ね

知
ち

の糸魚川
いといがわ

－静岡
しずおか

構造
こうぞう

線
せん

【新潟県
にいがたけん

糸魚川市
い と い が わ し

】 

糸魚川－静岡構造線は，新潟県糸魚川市から静岡県静岡市に至る長さ約２５０ｋｍに及

ぶ明瞭な断層帯である。日本列島を東北日本と西南日本に二分する大断層で，断層を境に

西側が比較的古い時代の地質体，東側が新第三紀や第四紀の若い時代の地質体となる。断

層の東側の地域は，ナウマン（H.E.Naumann：1854-1927）によりフォッサマグナ（Fossa 

Magna=大きな溝）と呼ばれた地域で，およそ１，５００万年前に日本列島がアジア大陸か

ら分離し日本海拡大時に形成された地質構造上の凹地である。 

糸魚川市根知では，古生代ペルム紀の舞鶴帯に帰属する変はんれい岩（琴沢火成岩類）

及び砂岩・泥岩（虫川層）と新生代新第三紀中新世の安山岩や砂岩が接する。東西両側の

岩石の形成年代差は２億年以上で，糸魚川－静岡構造線の中で最大となる。この露頭では，

断層運動による岩石の変形や破壊の影響の及ぶ幅約１０ｍ以上の断層破砕帯が良好に露出

しており，断層運動によって形成された多様な岩種が観察できる。 

以上のように，糸魚川市根知の糸魚川－静岡構造線は，東北日本と西南日本を画する第

一級の断層であり，学術上貴重で良好に保存された断層である。 

 

２ 溝
みぞ

ノ
の

口
くち

洞穴
どうけつ

【鹿児島県
か ご し ま け ん

曽於市
そ お し

】 

溝ノ口洞穴は，鹿児島県曽於市の溝ノ口川の枝沢の奥部に位置し，一部に弱溶結部を含

む入戸火砕流堆積物中に形成された洞穴である。入口の幅１３．８ｍ，高さ８．６ｍ，全

長２０９．５ｍで，火砕流堆積物中に形成された洞穴としては大規模で，国内最大級であ

る。 

洞穴入口における堆積物の構造は，下位から層厚約１ｍの降下軽石層（大隅降下軽石），

約６ｍの非溶結部，約３．５ｍの溶結部，その上にさらに非溶結部からなる入戸火砕流が

現在の谷部に向けて傾斜しているのが観察される。洞穴の形成は，シラス台地中の地下水

と密接な関係にある。地下水は，火砕流堆積物下位の非溶結部を優先的に侵食した。そし

て，崩落が繰り返され，洞穴が成長したと考えられている。溝ノ口洞穴では，溶結部の強
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度が強く天井部の崩落を防いでいるため，規模の大きな洞穴となった。現在も洞穴西側に

は地下水が流れ，侵食現象は継続している。 

このように，溝ノ口洞穴は火砕流堆積物中に形成されたものとして国内最大規模である

だけでなく，火砕流堆積物が被った溶結作用や侵食作用を示すものであり学術的価値が高

い。 

 

３ 伊平屋島
い へ や じ ま

のウバメガシ群落
ぐんらく

【沖縄県
おきなわけん

島尻郡
しまじりぐん

伊平屋村
い へ や そ ん

】 

ウバメガシは，コナラ属の常緑広葉樹であり，暖温帯における海岸林の代表的な構成種

である。指定対象である沖縄県伊平屋島虎頭岩
とらずいわ

のウバメガシ群落は，日本の分布南限地帯

に位置する良好な自生地である。虎頭岩頂部付近ではウバメガシ純林が見られ，海からの

風を受け群落高２ｍ程度の風衝低木林
ふうしょうていぼくりん

となっている。この周囲にはシャリンバイやモッ

コクを含む群落高５ｍ程度のウバメガシ林が発達している。ここでは，ウバメガシのほか

に，トベラ，シャリンバイ，シマタゴ，シマカナメモチ，ソテツ，ギーマ等の木本植物，

シラタマカズラ，ササバサンキライ等のつる植物，ヤブラン，サコスゲ等の草本植物が見

られ，トベラ－ウバメガシ群集ながら亜熱帯性の植物を多く含む特徴が見られる。また，

沖縄県のウバメガシは，前期更新世までに琉球弧を渡って大陸から日本に移入した集団で

あり，他地域集団と遺伝的に交流することなく長期間隔離された残存集団である可能性が

示唆されており，日本への移入プロセスを明らかにする植物史研究において貴重な情報を

提供する存在であると考えられる。伊平屋島のウバメガシ群落は，自生南限地帯の良好な

自生地であり，生物地理学的，植物社会学的，遺伝学的に価値が高いことから，指定し保

護を図るものである。 

 

《特別史跡の追加指定》 ５件 

 

１ 尖石石器時代遺跡
と が り い し せ っ き じ だ い い せ き

【長野県
な が の け ん

茅野市
ち の し

】 

八ヶ岳西山麓に立地する縄文時代中期の大規模集落。東西に流れる湧水のある小川に画

された台地上に竪穴建物群が広がり，水場と居住域が一体的に捉えられる。我が国で最初

に縄文時代の集落構造が明らかにされた遺跡として重要。今回，条件が整った箇所を追加

指定する。 
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２ 遠
とおと

江
う み

国
こ く

分
ぶ ん

寺
じ

跡
あ と

【静岡県
しずおかけん

磐田市
い わ た し

】 

天平
てんぴょう

１３年（７４１），国分寺造立の 詔
みことのり

に基づいて建立された国分寺跡の一つ。これ

まで南大門，中門，金堂，講堂，塔などの遺構が見つかっている。金堂などは木装基壇
もくそうきだん

で

あることが分かっている。条件の整った部分を追加指定する。 

 

３ 藤原宮跡
ふじわらきゅうせき

【奈良県
な ら け ん

橿原市
かしはらし

】 

持
じ

統
とう

天皇８年（６９４）から和銅３年（７１０）まで営まれた古代の都城跡。藤原京跡

の中心部に位置し，約１ｋｍ四方の区画内に内裏・大極殿，役所群が建てられた。北部外

周帯の部分等で条件の整った部分を追加指定する。 

 

４ 水
みず

城跡
き あ と

【福岡県
ふくおかけん

太宰府市
だ ざ い ふ し

・大野城市
おおのじょうし

・春日市
か す が し

】 

天智
て ん じ

天皇３年（６６４），唐
とう

・新羅
し ら ぎ

の侵攻に備えて築造され，後に大宰府
だ ざ い ふ

を守った防御施

設。全長約１.２ｋｍに及ぶ土塁と濠からなり，古代の軍事を知る上で貴重である。今回，

西門跡付近や大土居
お お ど い

小水城跡・天神
てんじん

山
やま

小水城跡など条件の整った部分を追加指定する。 

 

５ 大宰府
だ ざ い ふ

跡
あと

【福岡県
ふくおかけん

太宰府市
だ ざ い ふ し

】 

古代において西海道
さいかいどう

諸国（現在の九州）の統括と大陸外交の拠点として設置された役所

跡。防御施設として水
みず

城
き

や大野城
おおのじょう

などが築かれた。今回，蔵司
くらつかさ

地区と来
らい

木
き

地区の間の谷部

で条件の整った部分を追加指定する。 

 

《史跡の追加指定及び名称変更》 ５件 

 

１ 古市
ふるいち

古墳群
こふんぐん

【大阪府
おおさかふ

羽曳野市
は び き の し

・藤井寺市
ふ じ い で ら し

】 

古室山
こむろやま

古墳
こ ふ ん

 

赤面山
せきめんやま

古墳
こ ふ ん

 

大鳥塚
おおとりづか

古墳
こ ふ ん

 

助太山
すけたやま

古墳
こ ふ ん

 

鍋塚
なべづか

古墳
こ ふ ん

 

城山
しろやま

古墳
こ ふ ん

 

峯ヶ塚
みねがづか

古墳
こ ふ ん

 

墓山
はかやま

古墳
こ ふ ん
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野中
の な か

古墳
こ ふ ん

 

応
おう

神
じん

天皇
てんのう

陵
りょう

古墳
こ ふ ん

外濠外堤
がいごうがいてい

 

鉢
はち

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

はざみ山
やま

古墳
こ ふ ん

 

青山
あおやま

古墳
こ ふ ん

 

蕃所山
ばんしょやま

古墳
こ ふ ん

 

稲荷塚
いなりづか

古墳
こ ふ ん

 

東山
ひがしやま

古墳
こ ふ ん

 

割塚
わりづか

古墳
こ ふ ん

 

唐櫃山
からとやま

古墳
こ ふ ん

 

松川塚
まつかわづか

古墳
こ ふ ん

 

浄元寺
じょうがんじ

山
やま

古墳
こ ふ ん

 

白鳥
はくちょう

陵
りょう

古墳
こ ふ ん

周堤
しゅうてい

 

仲
なかつ

姫
ひめの

命
みこと

陵
りょう

古墳
こ ふ ん

周堤
しゅうてい

 

（白鳥
はくちょう

陵
りょう

古墳
こ ふ ん

周堤
しゅうてい

・仲
なかつ

姫
ひめの

命
みこと

陵
りょう

古墳
こ ふ ん

周堤
しゅうてい

を加える） 

大阪府の東南部に所在する４世紀後半から６世紀中葉にかけて形成された，超巨大前方

後円墳をはじめ小型の円墳・方墳等で構成され，列島の古墳時代を考える上で重要な古墳

群。今回，白鳥陵古墳周堤，仲姫命陵古墳周堤を追加指定し，２２基の古墳を史跡として

指定する。さらに，応神天皇陵古墳外濠外提の一部も条件の整った区域を追加指定する。 

 

２ 阿波遍路道
あ わ へ ん ろ み ち

【徳島県
と く し ま け ん

徳島市
と く し ま し

】 

大日寺
だいにちじ

境内
けいだい

 

   地蔵寺
じ ぞ う じ

境内
けいだい

 

   焼
しょう

山寺
さ ん じ

道
みち

 

一
いちの

宮
みや

道
みち

 

常楽寺
じょうらくじ

境内
けいだい

 

   恩
おん

山寺
ざ ん じ

道
みち

 

   立江寺
た つ え じ

道
みち

 

   鶴林寺道
かくりんじみち

 

   鶴
かく

林寺
り ん じ

境
けい

内
だい

 

   太
たい

龍
りゅう

寺
じ

道
みち
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   かも道
みち

 

   太
たい

龍寺
りゅうじ

境内
けいだい

 

   いわや道
みち

 

   平等寺
びょうどうじ

道
みち

 

   雲
うん

辺寺
ぺ ん じ

道
みち

 

（常楽寺
じょうらくじ

境内
けいだい

を加える） 

空海ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道。これまでに阿波国（徳島県）分として，札所寺

院４箇所，遍路道１０箇所を指定している。今回，標高３０ｍの結晶片岩の岩盤上に所在

する第十四番札所の常楽寺境内を追加する。 

 

３ 讃岐
さ ぬ き

遍路
へ ん ろ

道
みち

【香川県
かがわけん

さぬき市
し

】 

曼荼羅寺
ま ん だ ら じ

道
みち

 

善通寺
ぜんつうじ

境内
けいだい

 

根香寺
ね ご ろ じ

道
みち

 

大窪寺
おおくぼじ

道
みち

 

（大窪寺
おおくぼじ

道
みち

を加える） 

 空海ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道。これまでに讃岐国（香川県）分として，札所寺

院１箇所，遍路道２箇所を指定している。今回，第八十八番札所大窪寺へ向かう道約１．

５キロ分を追加する。 

 

４ 伊予遍路道
い よ へ ん ろ み ち

【愛媛県
え ひ め け ん

上浮穴郡
か み う け な ぐ ん

久万高原町
く ま こ う げ ん ち ょ う

】 

観自在寺
か ん じ ざ い じ

道
みち

 

   稲荷
い な り

神社
じんじゃ

境内
けいだい

及び
お よ び

龍光寺
りゅうこうじ

境内
けいだい

 

   仏木寺道
ぶつもくじみち

 

   明石寺
めいせきじ

境内
けいだい

 

   大寶寺
だいほうじ

道
みち

 

   岩屋寺
い わ や じ

道
みち

 

   横峰寺道
よこみねじみち

 

   横峰寺境内
よこみねじけいだい

 

   三角寺奥之院道
さんかくじおくのいんみち

 

   （岩屋寺
い わ や じ

道
みち

を加える） 
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空海ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道。これまでに伊予国（愛媛県）分として，札所寺

院３箇所，遍路道５箇所を指定している。今回，第四十五番札所岩屋寺へ向かう道約４．

２キロ分を追加する。 

 

５ 土佐遍路道
と さ へ ん ろ み ち

【高知県
こうちけん

高知市
こ う ち し

】 

竹林寺
ちくりんじ

道
みち

 

禅師峰寺
ぜ ん じ ぶ じ

道
みち

 

   青龍寺道
しょうりゅうじみち

 

（竹林寺
ちくりんじ

道
みち

・禅師峰寺
ぜ ん じ ぶ じ

道
みち

を加える） 

空海ゆかりの霊場を巡拝する信仰の道。これまでに土佐国（高知県）分として，青龍寺
しょうりゅうじ

道を指定している。今回，第三十一番札所竹林寺及び第三十二番札所禅師峰寺
ぜ ん じ ぶ じ

に向かう道，

合計約８４９ｍ分を追加する。 

 

《史跡の追加指定》 ２４件 

 

１ 小峰城跡
こ み ね じ ょ う あ と

【福島県
ふ く し ま け ん

白河市
し ら か わ し

】 

中世，白河結城氏の本城となったと推定され，寛永４年（１６２７），白河藩主となった

丹羽長重により石垣を多用した梯郭式平山城に大改修され，以後白河藩歴代の居城となっ

た，東北地方を代表する城跡。今回，本丸から東側に延びる丘陵頂上部の一角を追加する。 

 

２ 浅間山古墳
せ ん げ ん や ま こ ふ ん

【群馬県
ぐ ん ま け ん

高崎市
た か さ き し

】 

４世紀後半から５世紀初頭に築造された前方後円墳。墳長は１７１．５ｍで，周囲には

内濠，周堤，外濠が巡り，その範囲は約３３２ｍに及ぶ。同時期の古墳としては東日本最

大規模を誇る大型前方後円墳として重要。外濠の一部を追加指定する。 

 

３ 荒船
あらふね

・東谷
あずまや

風穴
ふうけつ

蚕
さん

種
しゅ

貯蔵所
ちょぞうしょ

跡
あと

【群馬県
ぐんまけん

甘楽郡
かんらぐん

下仁田町
し も に た ま ち

】 

近代，山塊より吹き出す冷風により蚕種を冷蔵保管した石積施設。下仁田町の荒船風穴，

中之条町の東谷風穴からなる。今回，明治 38 年（１９０５）営業開始の荒船風穴蚕種貯

蔵所を経営した，庭屋静太郎の旧宅（春秋館跡）を追加する。敷地内には居宅兼事務所で

ある主屋（木造３階建て），蚕室，土蔵等が残る。 
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４ 午王山遺跡
ご ぼ う や ま い せ き

【埼玉県
さ い た ま け ん

和光市
わ こ う し

】 

埼玉県東南部，荒川を望む独立丘陵上に位置する弥生時代後期を中心とする大規模な環

濠集落で，１５０棟以上の竪穴建物と丘陵縁辺部に掘削された多重の環濠が検出された。

今回，丘陵上の一部で条件の整った区域を追加指定する。 

 

５ 下野谷遺跡
し た の や い せ き

【東京都
と う き ょ う と

西東京市
に し と う き ょ う し

】 

墓と考えられる中央部の土坑群を取り囲むように，竪穴建物群と掘立柱建物群が直径１

５０ｍの範囲で配置される。規模・内容とも南関東の同時期の集落では傑出しており，縄

文時代中期後半の大規模な環状集落として重要。今回，条件の整った箇所を追加指定する。 

 

６ 橘樹
た ち ば な

官
か ん

衙
が

遺
い

跡
せ き

群
ぐ ん

【神奈川県
か な が わ け ん

川崎市
か わ さ き し

】 

古代武蔵国橘樹郡の官衙遺跡。７世紀後半における評の役所の可能性がある建物の出現

から，郡家の成立及び廃絶に至るまでの経過をたどることができる希有な遺跡。７～１０

世紀の地方統治拠点の実態とその推移を知る上で重要。今回，条件が整った部分を追加指

定する。 

 

７ 下寺尾
しもてらお

西方
にしかた

遺跡
い せ き

【神奈川県
か な が わ け ん

茅ヶ崎市
ち が さ き し

】 

弥生時代中期後半に営まれた環濠集落跡。出土遺物には土器のほか石器と鉄器があり，

利器が石器から鉄器へと移行していく時期の在り方を示す。南関東における拠点集落の一

つであり，弥生時代中期社会の様相を知る上で重要。条件の整った範囲を追加指定する。 

 

８ 増山
ますやま

城跡
じょうあと

【富山県
とやまけん

砺波市
と な み し

】 

戦国期から織豊期に北陸地方の覇権形成において重要な役割を果たし，富山県内屈指の

規模と防御機能が発達した縄張を有する城であり，越中を代表する中世城郭である。今回，

条件が整った部分を追加指定する。 

 

９ 玉
ぎょく

泉寺
せ ん じ

【静岡県
しずおかけん

下田市
し も だ し

】 

嘉永７年（１８５４）の日米和親条約の締結により開港した下田にある，安政３年（１

８５６）から６年までアメリカ総領事館となった寺院。ハリスが執務を行った本堂が残り，

本堂の北側にはアメリカ人墓地がある。既指定地の南東に近接するロシア人墓地を追加指

定する。 
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10 近
お う

江
み

大
お お

津
つ の

宮
み や

錦
にしこ

織
お り

遺
い

跡
せ き

【滋
し

賀
が

県
け ん

大
お お

津
つ

市
し

】 

６６７年，天智天皇が飛鳥から遷都し，琵琶湖西岸に営なまれた宮跡。６７２年の壬申

の乱で廃絶となった。これまでの発掘調査によって，内裏正殿，南門，回廊，塀等の宮跡

中枢部分が見つかっている。今回，内裏南半部の正門の北側の地点を追加指定する。 

 

11 永原
ながはら

御殿
ご て ん

跡
あと

及
およ

び伊庭御殿跡
い ば ご て ん あ と

【滋
し

賀
が

県
け ん

野洲市
や す し

】 

徳川
とくがわ

家康
いえやす

，秀
ひで

忠
ただ

，家光
いえみつ

が上洛
じょうらく

の際に利用した宿泊所や休憩所跡。両御殿とも中山道
なかせんどう

の脇
わき

街道
かいどう

である朝鮮人
ちょうせんじん

街道
かいどう

付近にある。永原御殿跡は本丸，二の丸などからなり本丸には堀と

土塁
ど る い

が残る。伊庭御殿跡は単
たん

郭
かく

で石垣が残る。永原御殿跡の本丸部分等の条件の整った部

分を追加指定する。 

 

12 百済寺境内
ひ ゃ く さ い じ け い だ い

【滋賀県
し が け ん

東近江市
ひ が し お う み し

】 

中世，湖東地域に大きな勢力を有した天台宗の寺院。旧参道沿いに２００近い坊及び堂

跡と考えられる平坦地が広がり，境内北側と南側の尾根上には要害を設けていた。我が国

中世の宗教と寺院の在り方を知る上で重要。今回，既指定地西側の堂・坊跡と考えられる

平坦地を追加する。 

 

13 平安宮跡
へいあんきゅうせき

【京都府京都市
き ょ う と ふ き ょ う と し

】 

内裏
だ い り

跡
あと

 

朝堂院
ちょうどういん

跡
あと

 

豊
ぶ

楽院
らくいん

跡
あと

 

延暦１３年（７９４），桓武天皇が長岡京に替わる都城として造営した平安京の宮殿跡。 

天皇の居所である内裏跡，政務が執り行われた朝堂院跡，国家的饗宴が催された豊楽院

跡からなる。今回，豊楽院の正殿である豊楽殿の一部を追加指定し，保護の万全を図る。 

 

14 西寺跡
さ い じ あ と

【京都府京都市
き ょ う と ふ き ょ う と し

】 

古代，平安京内の官寺として，朱雀大路を隔てて対称の位置に造営された東西２寺の一

つで，羅城門の西方の右京に営まれた。これまでに，金堂，講堂，廻廊，僧坊，食堂院，

南大門等が見つかっている。今回，新たに見つかった塔跡を含む伽藍南西部分を追加する。 
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15 纒向遺跡
ま き む く い せ き

【奈良県
な ら け ん

桜井市
さ く ら い し

】 

奈良盆地東南部に位置し，弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけて営まれた東西２ｋ

ｍ，南北１．５ｋｍに及ぶ大規模な集落遺跡。隣接して史跡纒向古墳群や箸墓古墳が所在

し，我が国の古代国家形成期の様相を知るうえで重要。今回，条件の整った箇所を追加指

定する。 

 

16 纒向古墳群
まきむくこふんぐん

【奈良県
な ら け ん

桜井市
さくらいし

】 

奈良盆地東南部に位置し，弥生時代終末期から古墳時代前期初頭の定型化前の前方後円

形の墳丘を持つ５基で構成される古墳群で，我が国の古代国家形成期の様相を知るうえで

重要。現在，２基が史跡に指定されており，今回，纒向石塚古墳の一部で条件の整った区

域を追加指定する。 

 

17 宇陀松山城跡
う だ ま つ や ま じ ょ う あ と

【奈良県
な ら け ん

宇陀市
う だ し

】 

奈良盆地の東南隅の山間地に位置する，中世から近世にかけての山城跡。元和元年（1615）

に破却。高石垣と複雑な構造の虎口をもち，礎石建瓦葺建物を配するなど，近世初期城郭

の特徴を備える。城跡南側斜面部分の条件の整った部分の追加指定を行う。 

 

18 米子城跡
よ な ご じ ょ う あ と

【鳥取県
と っ と り け ん

米子市
よ な ご し

】 

室町時代の砦から始まる平山城で，戦国時代末期から江戸時代まで西伯耆支配の拠点城

郭であり，山稜部の縄張りや石垣，枡形等の遺構が良好に遺存。今回，三の丸の一部を追

加指定し，保護の万全を図る。 

 

19 出雲国山陰道跡
い ず も の く に さ ん い ん ど う あ と

【島根県
し ま ね け ん

出雲市
い ず も し

】 

古代の道路跡が延長１ｋｍにわたって良好な状態で保存されており，地形に応じて様々

な工法がとられるなど当時の土木技術を知ることができるだけでなく，『出雲国風土記』の

記載との照合から沿線の官衙や寺院等の施設を含めた古代の景観を復元できる希有な遺跡。

路線の延長部を追加指定する。 

 

20 安徳
あんとく

大塚
おおつか

古墳
こ ふ ん

【福岡県
ふくおかけん

那珂川市
な か が わ し

】 

福岡平野南部の丘陵上に築造された葺石，壺形埴輪と円筒埴輪をもつ墳長６４ｍの前方

後円墳。丘陵を成形して築かれた墳丘は典型的な前期古墳の形状を呈す。今回，古墳が築
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造された旧地形を残す丘陵部で，条件の整った区域を追加指定する。 

 

21 安徳台遺跡
あ ん と く だ い い せ き

【福岡県
ふ く お か け ん

那珂川市
な か が わ し

】 

福岡平野の最奥部に位置し，台地上で弥生時代中期から後期初頭の居住域と墓域の変遷

が辿れ，『後漢書東夷伝』に登場する「奴国」縁辺部に位置する集落遺跡。今回，台地上の

居住域や台地の縁辺部の一部で条件の整った区域を追加指定する。 

 

22 城久遺跡
ぐ す く い せ き

【鹿児島県
か ご し ま け ん

大島郡喜界町
お お し ま ぐ ん き か い ち ょ う

】 

奄美群島における古代国家における支配拠点，交易拠点として成立し，１１世紀後半以

降は奄美・沖縄地域の交易圏の中心となった遺跡。その変遷は文献史料とも合致しており，

古代末から中世の南東社会の変遷が分かる稀有な遺跡として重要。今回，未指定地の一部

で条件の整った区域を追加指定する。 

 

23 今帰仁城跡附
なきじんじょうあとつけたり

シイナ
し い な

城跡
じょうあと

【沖縄県
おきなわけん

国頭郡
くにがみぐん

今帰仁村
な き じ ん そ ん

】 

１３世紀後半に築城された城跡で，沖縄のグスク時代及び北山の歴史を知る上で貴重。

城の規模，縄張りの複雑さ等において沖縄屈指の城跡である今帰仁城跡及びその初期城郭

と同時代あるいは若干先行するシイナ城跡からなる。今回，シイナ城跡の一部を追加指定

し，保護の万全を図る。 

 

24 中城
なかぐすく

ハンタ
は ん た

道
みち

【沖縄県
おきなわけん

中頭郡
なかがみぐん

中城村
なかぐすくそん

】 

１４世紀後半から１７世紀後半まで，首里から中城城を経て勝連城までを結ぶ主要道で

あり，琉球における交通・土木の歴史を理解する上で重要。今回，北上原
きたうえばる

地区，若
わか

南原
なんばる

地

区，新垣
あらかき

地区，ペリーの旗立岩の一部を追加指定し，保護の万全を図る。 

 

《名勝及び史跡の追加指定》 １件 

 

１ 三徳山
み と く さ ん

【鳥取県
と っ と り け ん

東伯郡三朝町
と う は く ぐ ん み さ さ ち ょ う

】 

伯耆国の天台修験の拠点で，国宝三仏寺奥院（投入堂）を擁する奥の院をはじめとした

奇観奇勝を成す。今回，三徳川沿いに残された未指定地のうち，条件が整った三仏寺参道

の石段部分等を追加指定する。 

 


